
    

第２回農業技能実習事業協議会 

議事次第 

 

 

日時：平成 30年 12月 26日（水）14:00～15:00 

場所：農林水産省３階第１特別会議室 

 

 

開 会 

 

１ 農業関係技能実習の運用状況について【構成団体からの報告】 

 

２ 農業関係の技能実習をより適正に実施するための取組について 

 

３ その他 

 

閉 会 

 

 



平成30年12月26日

一般社団法人 全国農業会議所

技能実習評価試験事務局

農業技能評価試験の実施状況



１．平成24～30年度試験実績

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

受験者数 7,179 7,368 8,122 8,995 10,282 11,730 8,528

最終合格者数 7,061 7,097 7,726 8,412 9,645 11,131 7,987

受験者数 2 9 15 1 13 24 46

最終合格者数 2 8 8 0 12 12 3

受験者数 9 6 6 34 146 2,262 4,170

最終合格者数 9 6 6 11 116 1,593 3,627

注：受験者数には再受験者を含む。平成30年度は11月末現在。

２．平成２４～２９年度　試験申請監理団体数および試験申請実習実施者数の推移

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

484 508 527 554 621 691

3,832 3,983 4,231 4,506 5,064 6,017

試験実績

実習実施者数

初
級
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中
級

専
門
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３．平成２９年度　受験都道府県別・作業別受験者数　上位１０道県

【初　級】

施 設 キ ノ コ 畑 作 落葉果樹 常緑果樹 養 豚 養 鶏 酪 農 合 計

1 茨 城 952 6 1,120 0 0 93 50 56 2,277

2 熊 本 998 0 188 1 21 20 7 31 1,266

3 千 葉 252 28 335 0 0 88 57 91 851

4 北 海 道 132 76 80 5 0 5 35 493 826

5 愛 知 510 3 46 0 1 17 33 62 672

6 福 岡 364 61 91 0 5 8 16 24 569

7 長 野 21 252 136 6 0 0 0 25 440

8 群 馬 32 9 297 0 0 15 35 32 420

9 鹿 児 島 62 0 279 2 2 23 38 12 418

10 香 川 33 50 172 0 1 4 38 10 308

全国合計 4,536 866 3,947 42 88 442 734 1,075 11,730

（単位：人）



４．平成２９年度　受験者の国別、作業別人数集計　上位５国

【初　級】

施 設 キ ノ コ 畑 作 落 葉 果 常 緑 果 養 豚 養 鶏 酪 農 合 計

1 ベ ト ナ ム 1,630 454 1,204 22 47 177 304 463 4,301

2 中 国 1,564 257 1,266 4 2 64 178 262 3,597

3 フ ィ リ ピ ン 548 59 329 5 23 52 74 176 1,266

4 インドネシア 274 28 440 5 5 68 76 75 971

5 カ ン ボ ジ ア 263 56 305 0 0 18 35 33 710

国総合計 4,536 866 3,947 42 88 442 734 1,075 11,730

（単位：人）



 
（案） 

農業技能実習事業協議会決定第３号 
平成 30 年 月 日 

 
農業関係の技能実習をより適正に実施するための取組の確認 

 
農業関係技能実習においては、他業種と比較して失踪、不正行為が多い実態

が生じている。このため、農業技能実習事業協議会（以下「事業協議会」）は、

農業関係の技能実習をより適正に実施するため、次の取組を行う。 
 
第１ 優良事例の収集及び横展開 
１． 本協議会の構成員である（公社）日本農業法人協会（以下「法人協会」）、

全国農業協同組合中央会（以下「全中」）及び（一社）全国農業会議所（以

下「会議所」）は、自ら又は農協が行う監理事業や相談対応等を通じて得

た農業関係技能実習における現場の優良な取組を収集し、事業協議会に情

報共有を行うものとする。 
２． 事業協議会の構成員のうち監理団体・実習実施者の関係者は、情報共有

のあった優良事例について、傘下の会員等に情報を共有する。また、農林

水産省経営局就農・女性課（以下「就農・女性課」）は、こうした優良な

取組が広く現場で実践されるよう、ホームページに掲載する等により現場

へ周知するとともに、海外発信を行う。 
 
第２ 農業関係技能実習に係る不正行為等の情報共有と対応 
１．  本協議会の構成員のうち、法人協会、全中においては、自ら又は農協

が監理事業を行う農業関係技能実習について、過去１年間の間に技能実

習生の失踪・行方不明者が発生していないか確認し、発生していた場合

は、その人数及び動機について可能な範囲で把握し、毎年４月末までに

就農・女性課に情報提供を行う。 
２．  法人協会、全中及び本協議会の構成員で技能実習の相談対応等を行う

会議所は、失踪、不正行為、実習実施者又は技能実習生の不祥事を把握

した際には、速やかに外国人技能実習機構や警察等への必要な手続等を

行うとともに、就農・女性課に事案の発生日時、その内容、事案が発生

した際の給与水準や就業状況等の情報を連絡する。 
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